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海の栄養塩不足に関する公開講座の計画について 

1. 海の栄養塩不⾜に関する公開講座開催の経緯 

～令和 3 年度の海部会 WG まとめの会で議論された内容（懇談会通信を一部抜粋）～ 

 

 

～令和 4 年度の海部会の活動目標「豊かな海の再生に向けた取り組み」～ 

○引き続き、アサリやノリをはじめとする三河湾の生物資源回復に向けた具体的な取り組みに関する

意見交換を行う。 

○「きれいな海＝豊かな海」ではないという認識を、山・川・海共通の課題として周知する。 

○豊川などの自然再生に関わる活動について、情報を共有する。 

 

 

京都大学名誉教授の藤原建紀先生（次項新聞記事を参照）を講師として招待し、海の栄養塩不足に関す

る公開講座を開催する。 

 

～今回の公開講座開催の目的～ 

・矢作川流域圏懇談会海部会の課題を山・川・市民の方々などに情報発信し、問題意識を持ってもらう。 

・三河湾の生物資源回復に向けた具体的な取り組みについて、意見交換を行う。 

・「豊かな海の再生」に向けた課題解決手法を検討するきっかけづくりとする。 
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山陽新聞（2022 年 1 月 9日）の記事（非公開）  
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2. 公開講座開催内容について 

 チラシ内容の決定 

項目 内容 

日時 
令和 4 年 月  日（土） 

15:00～17:00 

場所 
ZOOM によるオンライン開催 

定員 500 名 

申込方法 
チラシの QR コードまたは URL から申し込む 

①氏名 ②所属 ③メールアドレスを明記 

主催 矢作川流域圏懇談会 

問合せ先 
国土交通省豊橋河川事務所 

調査課 0532-48-8107 

 

 周知方法等の検討 

検討内容 海の栄養塩不足に関する公開講座 

チラシ配布先 
・地域部会 WG（山・川・海）にて配布 

・各所属先の団体等に配布 

印刷部数 ・500 部程度 

周知方法 
・各地域部会（山・川・海）メンバーの所属先に周知 

・SNS（#矢作川流域圏懇談会 #栄養塩）等を活用 

 

 プログラム内容について（案） 

第一部 挨拶（開催趣旨）、問題提起 
 

第二部 ①海の栄養塩不足について 

    ②三河湾における栄養塩不足の現状 

    （三河湾とその他の海域との比較や各研究の紹介など） 

    ④今後の対策～私たちに出来ることは何か？～ 
 

第三部 ディスカッション 
 

第四部 閉会挨拶 

  

・開催日時を決定する 

（不可日：7/9、7/16、8/13） 

・挨拶（開催趣旨）の説明者を

決定する 

・ディスカッションに参加す

る者を決定する 

・閉会挨拶者の決定する 
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 公開講座開催後の検討 

① 矢作川流域圏懇談会での活かし方 

海の栄養塩不足についての理解が深まり、これらの諸問題を矢作川流域圏の中で、どのように解

決していくか考えるきっかけを与える。 

 

② 矢作川流域圏懇談会の周知 

公開講座をとおして、矢作川流域圏懇談会の活動に興味を抱いた方（特に若者）を地域部会ＷG

にも参画してもらい、世代間交流を推進する。 
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